
                                           

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

                                

 

           

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

第 16回 

鶴巻デジタル写真教室写真展 

12 月 16 日（火）～12 月 21 日（日） 
10:00～17:00 （初日 13：00 から最終日 16：00 まで） 

楽しみながら写しとった写真展です。作品をご覧いただきそ

れを感じとっていただけたらうれしいです。 

 

1 月の市民ギャラリー展覧会の予定 

フォトやまゆり写真展 

1 月 7 日（水）～1 月 12 日（月･祝） 

秦野市中学校美術展 

1 月 30 日（金）～2 月 1 日（日） 

常設展示室 市民ギャラリーのご案内

常設展示室 

宮永岳彦記念美術館だより 
発行/ 秦野市立 宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100    

入場無料 

12 2025    月 

《 銀座松坂屋「全館完成大売出し」ポスター 》 

展示作品より今月の一点 

展示作品より今月の一

点 

 

観 覧 料 ・一般 300円 （弘法の里湯利用者は 100 円引き） 

     ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

開館時間 ・午前 10 時から午後 7 時（入館は午後 6 時 30 分まで） 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅より 
徒歩2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間150円、以降30分 
ごとに 100円 

 

美術館へのアクセス 

12 月の休館日 ： 1 日(月)   8 日(月) ～ 1 2 日(金)  15 日(月)   

22 日(月)  28 日(日) ～ 31 日(水) 

年始の休館日 ： 1 月 1 日(木)  2 日(金) 

※ １月 3 日(土) は午後 5 時閉館 （入館は午後 4 時 30 分まで） 

1952 年 印刷物 

芸 術
 本展では、宮永作品を年代順に紹介し、様々

な作風の作品を並行して制作した多才さをご

覧いただきます。「美しいものを描くことで

社会の役に立ちたい」という願いを胸に、作

品を描き続けた宮永の芸術をどうぞお楽しみ

ください。 

             

※ 市民ギャラリーの予約はインターネットで行うようになりました。 

※ 予約には事前に利用者登録が必要です。詳しくはＨＰをご覧ください。 

戦争が終わりを

迎え、1946 年に

無事復員した宮

永は、松坂屋銀

座店宣伝部に復

帰しました。実家

のある秦野から小

田急線に乗って

銀座まで通う日々

が始まります。松

坂屋のウィンドウ

ディスプレイや商

業ポスターを次々

と制作しながら、

1950 年には日本

宣伝美術協会の 
 

創立にも参加し、活動の幅を広げていきました。 

この松坂屋のポスターは、東京の急速な復興が進む

中、宮永のグラフィックデザイナーとしての力量がいかん

なく発揮された作品です。描かれている女性のボリューム

ある真っ赤なロングコートと黒いヴェール付き帽子に黒手

袋といった装いは、復興していく東京の姿を鮮明に表現し

ており、人々の注目を集めたことでしょう。 

ファッショナブルなモデルたちはじっとこちらを見つめて

います。そのまなざしに誘われるように、にぎわう銀座店を

訪れた多くの客たちが、戦後の東京の最先端モードに触

れて購買意欲を刺激されました。 

 “太陽の昇らぬ日はあっても宮永のポスターを見ない

日はない”と評されるほど、宮永の作品は商業美術界を席

巻し、“グラフィックデザイン”というジャンルの確立に大き

な影響を与えました。 
1952 年  印刷物 

期間 ： 2025.12.13～2026.6.7 


